
２．重粒子線治療装置開発
イオン源、シンクロトロンを完成させ、動作検証を終了する。照射ビームの性能試験を
開始する。また、重粒子の優れた点を広く知ってもらうため、市民や医療関係者に対し
積極的に広報活動（講演会等２０回）を行う。

2019（平成31）年度　年度目標シート

（飯田キャンパス）

年　度　目　標

１．山形県コホート研究、科研費採択率及びがんゲノム病院
山形県コホート研究関連論文数３５編以上を目指すとともに、これまでの研究成果を基
に科研費の新規採択率２０％以上を目指す。あわせてゲノム解析に必要な検体保存
（バイオバンキング）の同意率７０％を目指す。

（中期計画No.　４２　）

（中期計画No.　４３　）

３．大学院入学者増
大学院入学者増について、学際的な学生を集め、定員充足率１００％を目指す。

（中期計画No.　１５　）

４．地域医療貢献
山形県内への医師定着数増加を目指し、卒後初期臨床研修はマッチング数が他の東
北６大学を上回ること。また、専門医研修については本学部プログラム専攻医が平成３
０年度実績(４４名)を上回る４５名を目標とする。

（中期計画No.　３６　）
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